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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
累計期間

第36期

会計期間

自平成29年
　３月１日
至平成29年
　８月31日

自平成30年
　３月１日
至平成30年
　８月31日

自平成29年
　３月１日
至平成30年
　２月28日

売上高 （百万円） 229,499 243,940 457,047

経常利益 （百万円） 13,078 13,492 25,900

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 8,679 8,950 16,411

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 8,738 9,178 16,430

純資産額 （百万円） 155,937 160,101 162,046

総資産額 （百万円） 250,339 260,357 253,989

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 137.09 142.36 259.21

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.3 61.5 63.8

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 20,823 15,187 27,564

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △10,061 △12,068 △17,911

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,695 △11,282 △3,401

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 50,491 39,513 47,676

 

回次
第36期

第２四半期連結
会計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　６月１日
至平成29年
　８月31日

自平成30年
　６月１日
至平成30年
　８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 66.06 73.28

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。なお、第１四半期連結会計期間において、株式会社Ｍｅｄｉｐｌａｔ及び株式会社Ｍ－ａｉｄの株式

を取得し、持分法適用関連会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日～平成30年８月31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用・

所得環境に一定の改善がみられるなど、緩やかな景気回復が続きました。一方、先行きにつきましては、米国の通

商政策の動向、中国をはじめとしたアジア新興国の経済成長減速懸念など、依然として不透明な状況が続いており

ます。

ドラッグストア業界を取り巻く経営環境につきましても、競合他社との出店競争や業態の垣根を越えた販売競争

の常態化、ＥＣ市場の拡大を始めとした消費者購買チャネルの変化、人件費・物流費の高騰、薬価改定及び調剤報

酬改定の影響による処方箋単価の下落など、厳しい状況が継続しました。

このような環境の中、当社グループは、お客様一人ひとりのニーズに合わせたカウンセリング販売の拡充、お客

様の嗜好に合わせた高品質で差別性のあるプライベートブランド商品の開発推進、調剤業務支援機器の導入促進な

どによる調剤部門の生産性向上、ウェルネスフェスタ開催など行政・団体・地元企業と連携した地域密着・深耕策

の推進、お客様の利便性向上に向けた電子マネーによる決済サービスや電子おくすり手帳の導入、社員の雇用環境

整備による優良な「子育てサポート企業」として厚生労働大臣からの特例認定(プラチナくるみん認定)取得などに

積極的に取り組みました。

 

店舗の出退店等につきましては、出店戦略に基づく収益性重視の店舗開発に努め、53店舗の新規出店、36店舗の

中・大型改装、８店舗の閉店を実施いたしました。これにより、当第２四半期末における店舗数は1,150店舗（前期

末比45店舗増）となりました。

以上の結果、売上高は2,439億40百万円（前年同期比6.3％増、144億40百万円増）、売上総利益は700億29百万円

（同7.5％増、48億78百万円増）、販売費及び一般管理費は571億58百万円（同8.7％増、45億71百万円増）、営業利

益は128億71百万円（同2.4％増、３億７百万円増）、経常利益は134億92百万円（同3.2％増、４億14百万円増）、

これに伴い、親会社株主に帰属する四半期純利益は89億50百万円（同3.1％増、２億71百万円増）となりました。

 

なお、当社の事業セグメントは単一セグメントですので、セグメント別の記載は省略しております。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、109億78百万円減少し、395

億13百万円（前年同期比21.7％減）となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、151億87百万円（前年同期比27.1％減、56億35百万円減）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益が134億28百万円、仕入債務の増加が87億３百万円あった一方で、法人税等の支払

額が59億63百万円あったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、120億68百万円（同19.9％増、20億７百万円増）となりました。これは主に、定

期預金の払戻による収入が350億円、有価証券の償還による収入が280億円あった一方で、定期預金の預入による支

出が360億円、有価証券の取得による支出が280億円あったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、112億82百万円（同565.6％増、95億87百万円増）となりました。これは主に自

己株式の取得による支出が89億６百万円、配当金の支払額が22億15百万円あったこと等によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成30年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年10月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 63,330,838 63,330,838

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株

計 63,330,838 63,330,838 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年６月１日～

平成30年８月31日
－ 63,330,838 － 15,434 － 24,632
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（６）【大株主の状況】

  平成30年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

株式会社スギ商事 愛知県安城市三河安城町１丁目８番地４ 18,288 28.87

日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,927 3.04

杉浦　広一 愛知県西尾市 1,892 2.98

杉浦　昭子 愛知県西尾市 1,892 2.98

杉浦　克典 愛知県刈谷市 1,892 2.98

杉浦　伸哉 愛知県刈谷市 1,892 2.98

ＭＳＣＯ　ＣＵＳＴＯＭＥＲ　ＳＥＣ

ＵＲＩＴＩＥＳ

（常任代理人　モルガン・スタンレー

ＭＵＦＧ証券株式会社）

1585 Broadway New York, New York 10036,

U.S.A.

（東京都千代田区大手町１丁目９－７　大

手町フィナンシャルシティ　サウスタ

ワー）

1,831 2.89

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 1,701 2.68

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　ＢＡＮ

Ｋ　ＡＮＤ　ＴＲＵＳＴ　ＣＯＭＰＡ

ＮＹ　５０５２２３

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決

済営業部）

P.O. BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都港区港南２丁目15-１　品川イン

ターシティＡ棟）

1,645 2.59

ＳＳＢＴＣ　ＣＬＩＥＮＴ　ＯＭＮＩ

ＢＵＳ　ＡＣＣＯＵＮＴ

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店）

ONE LINCOLN STREET, BOSTON MA USA 02111

（東京都中央区日本橋３丁目11－１）
1,514 2.39

計 － 34,476 54.43

（注）１　平成30年５月９日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、ハリス・アソシエイツ・エル・

ピーが平成30年４月30日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当第２四半期

会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 所有株式数（株） 株券等保有割合（％）

ハリス・アソシエイツ・エル・ピー 2,418,700 3.82

合計 2,418,700 3.82

 

　　　２　平成30年６月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、セレクト・エクイティ・ジー

ピー・エルエルシーが平成30年６月13日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社とし

て当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めて

おりません。

なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 所有株式数（株） 株券等保有割合（％）

セレクト・エクイティ・ジーピー・エルエルシー 3,849,565 6.08

合計 3,849,565 6.08
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　1,454,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 61,835,800 618,358 －

単元未満株式 普通株式　　　 40,638 － －

発行済株式総数 63,330,838 － －

総株主の議決権 － 618,358 －

(注)　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

スギホールディングス

株式会社

愛知県安城市三河安城町一

丁目８番地４
1,454,400 － 1,454,400 2.29

計 － 1,454,400 － 1,454,400 2.29

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

スギホールディングス株式会社(E03344)

四半期報告書

 7/19



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年６月１日から平

成30年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 75,676 68,513

売掛金 17,258 19,887

有価証券 16,000 16,000

商品 52,728 54,873

その他 11,764 11,205

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 173,426 170,477

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 36,986 40,955

その他（純額） 14,520 17,855

有形固定資産合計 51,507 58,811

無形固定資産 2,965 2,903

投資その他の資産   

差入保証金 17,941 19,117

その他 8,206 9,105

貸倒引当金 △58 △57

投資その他の資産合計 26,089 28,164

固定資産合計 80,562 89,879

資産合計 253,989 260,357
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成30年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 51,165 59,859

未払法人税等 4,822 3,534

賞与引当金 1,371 1,074

その他 22,018 22,019

流動負債合計 79,377 86,487

固定負債   

退職給付に係る負債 5,144 5,388

資産除去債務 4,516 4,756

その他 2,904 3,623

固定負債合計 12,565 13,767

負債合計 91,943 100,255

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,434 15,434

資本剰余金 24,632 24,632

利益剰余金 122,102 128,837

自己株式 △47 △8,954

株主資本合計 162,121 159,950

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 113 283

退職給付に係る調整累計額 △189 △132

その他の包括利益累計額合計 △75 151

純資産合計 162,046 160,101

負債純資産合計 253,989 260,357
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

売上高 229,499 243,940

売上原価 164,348 173,910

売上総利益 65,151 70,029

販売費及び一般管理費 ※ 52,586 ※ 57,158

営業利益 12,564 12,871

営業外収益   

固定資産受贈益 201 268

受取賃貸料 756 780

その他 218 327

営業外収益合計 1,176 1,376

営業外費用   

賃貸収入原価 539 534

その他 122 220

営業外費用合計 662 755

経常利益 13,078 13,492

特別損失   

減損損失 129 63

特別損失合計 129 63

税金等調整前四半期純利益 12,949 13,428

法人税、住民税及び事業税 4,451 4,496

法人税等調整額 △182 △17

法人税等合計 4,269 4,478

四半期純利益 8,679 8,950

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,679 8,950
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

四半期純利益 8,679 8,950

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 13 170

退職給付に係る調整額 45 56

その他の包括利益合計 58 227

四半期包括利益 8,738 9,178

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 8,738 9,178
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 12,949 13,428

減価償却費 3,057 3,438

減損損失 129 63

賞与引当金の増減額（△は減少） 62 △297

売上債権の増減額（△は増加） △2,601 △2,628

たな卸資産の増減額（△は増加） △463 △2,235

仕入債務の増減額（△は減少） 8,773 8,703

その他 1,796 658

小計 23,702 21,130

利息及び配当金の受取額 13 36

利息の支払額 △11 △16

法人税等の支払額 △2,882 △5,963

営業活動によるキャッシュ・フロー 20,823 15,187

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △47,000 △36,000

定期預金の払戻による収入 49,000 35,000

有価証券の取得による支出 △31,000 △28,000

有価証券の償還による収入 25,000 28,000

有形固定資産の取得による支出 △4,579 △8,855

無形固定資産の取得による支出 △775 △336

差入保証金の差入による支出 △1,007 △1,402

その他 301 △473

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,061 △12,068

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △1 △8,906

配当金の支払額 △1,583 △2,215

その他 △110 △160

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,695 △11,282

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,066 △8,163

現金及び現金同等物の期首残高 41,425 47,676

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 50,491 ※ 39,513
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

持分法適用の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、新たに株式を取得したことに伴い、株式会社Ｍｅｄｉｐｌａｔ及び株式会社Ｍ

－ａｉｄを持分法適用の範囲に含めております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年３月１日

　　至 平成29年８月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年３月１日
　　至 平成30年８月31日）

給与手当及び賞与 21,348百万円 23,816百万円

賃借料 9,626 10,526

賞与引当金繰入額 957 1,059

退職給付費用 528 576

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年３月１日
至　平成30年８月31日）

現金及び預金勘定 77,491百万円 68,513百万円

有価証券 17,000 16,000

預入期間が３か月を超える定期預金

及び有価証券
△44,000 △45,000

現金及び現金同等物 50,491 39,513
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年８月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月11日

取締役会
普通株式 1,582 25 平成29年２月28日 平成29年５月24日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年９月25日

取締役会
普通株式 1,582 25 平成29年８月31日 平成29年11月２日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年８月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年４月10日

取締役会
普通株式 2,215 35 平成30年２月28日 平成30年５月18日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年９月24日

取締役会
普通株式 2,165 35 平成30年８月31日 平成30年11月５日 利益剰余金

 

３.株主資本の金額の著しい変動

　自己株式の取得

　当社は、平成30年４月16日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,437,700株の取得を行いました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が8,906百万円増加しました。当該自己株式の取得等により、当

第２四半期連結会計期間末において自己株式が8,954百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは「ドラッグ・調剤事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年３月１日
至　平成30年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 137円09銭 142円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
8,679 8,950

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
8,679 8,950

普通株式の期中平均株式数（千株） 63,314 62,873

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

（剰余金の配当）

平成30年９月24日開催の取締役会において、剰余金の配当（中間）を行うことを次のとおり決議いたしました。

（1）配当金の総額 　2,165百万円

（2）１株当たり配当金 　35円00銭

（3）効力発生日 　平成30年11月５日

（注）　平成30年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成３０年１０月１１日

スギホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 三浦　宏和　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 藤井　淳一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスギホール

ディングス株式会社の平成３０年３月１日から平成３１年２月２８日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成３０年６月１日から平成３０年８月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成３０年３月１日から平成３０年８

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スギホールディングス株式会社及び連結子会社の平成３０年８月３１

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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